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どんど難き やぐら修り

竹を15～ 17本程度切り出す。

どんど焼き会場に運んだら

7本を先端から7.5mのところで切り揃える。

切り揃えた竹を、根本から5.5mのところまで枝を
落とす。

4 切り落とした竹をlmから1.5mの竹杭にする。
5 7本の竹を元から5mのところで荒縄で縛る。

6 ダルマを飾る針金

10mで切り、半分に折って、4本鰺本)用意する。

荒縄で縛ったところに針金を取り付ける。
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残つている竹を適当に切つて横棒としt縛り付
‐

tする。                  ,

資詈運墓ギ蔦♂贅蓑導で話鴬≧1′
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ノ|ヽ屋かけの中くを決
め杭を打つ

縄  綸 3″ほどに切 り揃える
20本ιまど

ノ|ヽ屋かけの餡子 (焚き木 )、 三脚、シー ト
2校 鉄杭 5本、美手 2、

中に杭の周 りの草を集
める

:〇  立てる竹の長さは8mほ ど、先端 より1.5″ ほどの葉を残 し後 は枝 を払 う

7本の竹 をそれ
ぞれ しっか り竹
杭 を打 ち込 み縄
で縛 る

あたこ (焚き木 )
入れる

竹の葉は最
後に乗せる
こと

針全  :0″ を 8
本 (5″で折 っ
て揃 える

竹 先から 1′ 5″程 まで葉
を残 した所を縄で縛る みたなで力を合わせて棚

を立てる (竹が細 しヽ場合
は中く にt竹を立てる )

高 さ子″ほどの所 に
横棒 (竹)を渡 し
しつか り縛る

17,め  ′ィ
‐


